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渡辺町長 新春インタビュー
ＳＤＧｓからはじまる新しいまちづくり



ＳＤＧｓからはじまる新しいまちづくり

渡辺英朗町長は昨年５月６日の初登庁以来、こ
れまでどのように考え町政にあたってきたか。また
今後の若狭町は。
年頭にあたりインタビューしました。

明けましておめでとうございます。本年もよろしく
お願いいたします。まず１番には、コロナ禍の中の
就任ということで、先頭にたって新型コロナウイル
スの感染対策とワクチン接種が円滑に進むよう注
力しました。町民の皆さんのご理解と医療関係者
や職員の協力もあり、５月の高齢者接種から始ま
り、現在２回目の接種率が全体の９割近くになりま
した。感染者も少なく一定の効果があったと思って
います。特にこの時の職員の頑張りを間近に見
て、頼もしく感じました。また、町民の皆さんをはじ
め、介護や空き家の管理などで県外から往来され
る方に対してＰＣＲ検査費の助成を行い、より安心
を確保する施策にも取り組みました。

今後コロナが収まりを見せ、観光や商業が動き
出すのに合わせ、行政としてどう対応できるか、ス
ピード感を持った行政運営を心がけなければと
思っています。４月には、ウェディングドレスミュージ
アムやレインボーライン山頂公園のレストランなどの
施設も完成予定であり、また河内川ダム周辺のお
花見広場キャンプ場などの整備も着 と々進んでい
ます。２年後の北陸新幹線敦賀開業を見すえたま
ちづくりを町民の皆さんと共に早急に進めなければ
と考えております。
先ほど介護や空き家の話も出ましたが、地域で

の支え合いに欠かせないのが集落や地域づくり協
議会だと思います。地域の特性を生かした活動を
さらに伸ばしていただきたいと思っています。また
防災面でも、例えば西浦地域づくり協議会で発足
した「岬援隊」といった共助組織もうまれ、防災士
の会も発足しました。地域防災が有効に機能する
と思います。町も一体となって支援させていただき
ます。コロナが収まり地域活動が本格的に再開し
たときは、地域づくり協議会が中心となり地域活性

化に取り組んでいただきたいと思っています。その
ために町でも取り組みはじめたＳＤＧｓ（Ｐ5参照）を
導入し、あるべき課題を整理し、地域の特性が違
う各地域づくり協議会を一つにつないで、町全体
が一体になるようにしていきたいと思っています。ま
た定住促進につながる奨学金返還支援制度は、Ｓ
ＤＧｓを学んでいる美方高校生の発案であるよう
に、若い人たちにも協力いただき、新しい時代の
取り組みを町に生かしていきたいと思っています。
財政面では、公債費比率が１５.３％と県内最

高であり、依然立て直しが急務です。これからも
県・国との関係を密にし、民間の力も借り行財政
改革に邁進してまいります。また、企業誘致はもち
ろん、起業の支援や既存企業の継承施策を商工
会や観光協会にも協力を得て進めてまいります。
そして全世代で支え合い、元気な町にしていきた
いと思っています。
現在、第二次若狭町総合計画中期基本計画

（Ｐ4参照）の策定を進めています。これを機会に、
各分野や各世代の委員を中心に、さらには福井
大学との連携により専門性や外部から見た意見も
ふまえ十分議論し、将来の若狭町のビジョンを描

き、住民の皆さんと共有し、まちづくりを進めていき
ます。
今年は今まで以上に情報発信の大切さを肝に
銘じ、地域に出向いて直接お話したり、ＤＸ※を最
大限に利用することにより町民の皆さんとの情報
共有を図り、協働のまちづくりの推進に努めます。
若狭町には、三方五湖や年縞、熊川宿といっ

た世界に誇れる宝がたくさんあります。それらをさ
らに磨き上げ、町民の皆さんがより安心して暮らす
ことのできる若狭町を目指す１年にしてまいります。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション：Ｄｉｇｉｔａｌ ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）とは「デジタルによる変革」を表す言葉になります。デジタル
技術を活用して、製品やサービス、仕事の仕組みに新しい考
え方や技術を取り入れ、人々の生活をよりよいものに変革して
いくことを意味しています。

Ｒ３.５.６　初登庁 Ｒ３.６.１４　福井梅皇室献上選果式 Ｒ３.６.２５　縄文博物館．入館６０万人達成 Ｒ３.７.２２　出産お祝い金絵本贈呈式

Ｒ３.８.２　美方高校生による奨学金返還支援制度発表会 Ｒ３.９.１０　「下水道の日」街頭啓発活動 Ｒ３.１１.１　よしもと住みます芸人若狭町へ移住 Ｒ３.１１.１５　山内かぶら収穫祭

渡辺町長 新春インタビュー

昨年５月の就任以来約８か月過ぎましたが、
感想などお聞かせください

今後の若狭町についての考えは

こうえんたい
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「移住・定住促進」を大きな目標に掲げ、　
次の３点を念頭に施策、取組を検討します。

❶住民の声を反映し、計画を住民と共有
❷ＳＤＧｓの達成に向けた施策づくり
❸実行性の高い計画づくり

◆計画のポイント

ご意見募集

現在、「第２次若狭町総合計画（前期基本計画）」に基づき、まちづくりを進めています。
この計画は、令和４年度で終了することから、１０月より、次の計画である「第２次若狭町総合計画（中期
基本計画）」の策定作業に着手しました。

若狭町総合計画中期基本計画を策定します

第2次若狭町総合計画2018～2032

前期基本計画
2018～2022

中期基本計画
2023～2027

後期基本計画
2028～2032

まちづくりプラン（後期計画）
2011～2016

第１次若狭町総合計画2007～2016

急激な社会変化は、経
験したことのない諸問題
を我々につきつけていま
す。正解のない解を追求
するには、一人一人が問
題意識を共有し議論を重
ね、よりよいものを創り出
す必要があります。定住を
促進し、持続可能な町と
なるよう計画づくりを進め
たいと思います。

中 村  正 人
審議会長

計画の策定については、町長から、各種団体の代表者で構成する
「総合計画審議会」に策定を諮問し、内容を検討していただいています。
また、計画の具体案については、各分野の実践者（３３名）で構成
する「総合計画策定委員会」において検討していただいています。
１２月に実施しました住民意識調査の結果や、住民の皆さんとの意
見交換会でのご意見などを、計画に反映していきます。

総合計画審議会

総合計画策定委員会

住民との意見交換・住民意識調査

産業・
安全安心
委員会

健康・福祉・
子育て
委員会

教育・文化・
地域づくり
委員会

事務局 事務局 事務局

◆策定体制

若狭町総合計画審議会 名簿
氏　名 集　落 役職等

竹越　　聡 神　子 若狭三方五湖観光協会 会長
田多　　悟 切　追 区長会 会長
鳥居とし江 能登野 女性の会 会長
長田　浩二 海　山 わかさ東商工会 会長
中塚　文和 下吉田 農業委員会 委員長
中村　正人 堤 教育委員
野嶋　慎二 福井大学 教授
福井眞寿美 兼　田 わかさ元気町づくり

ネットワーク会長
山﨑　和男 関 社会福祉協議会 会長
吉村　義彦 相　田 伝統文化保存協会 会長

今後のまちづくりについて、住民の皆様から
ご意見を募集します。
日ごろ、暮らしの中で感じていること、こんな
町になったらいいと思っていることなど、ご意見
をお寄せください。

送付先：若狭町役場政策推進課
提出方法：郵便、ファクシミリ（0770-45-1115）
電子メール seisaku@town.fukui-wakasa.lg.jp

若狭町が将来にわたって成長力を確保するには、住民が安心して暮らせるような、持続可能なまちづくり
と地域の活性化が重要です。
 そこで、行政・団体・住民・事業者等が各取り組みの方向性、必要性を確認し、共にすることにより、地
域課題解決の加速化を図り、地方創生の取り組みをより一層充実・深化させるとともに、その実行力を高め
るため、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を原動力としたまちづくりを推進します。

ＳＤＧｓの理念に基づいたまちづくりを推進します

「ＳＤＧs（エスディージーズ）」とは、「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標）」の
略称であり、２０１５年９月に国連で開かれたサミット
の中で世界のリーダーによって決められた、国際社
会共通の目標です。
持続可能な世界を実現するための１７のゴール

から構成され、地球上の「誰一人として取り残さな
い」ことを誓っています。

◆ＳＤＧｓとは

ＳＤＧｓの取り組みは、関係者の主体的な行動が重要です。そこで、町が先導役となって、ＳＤＧsの理念の
共有、理解に向けた情報発信・普及啓発、目標達成に向けた取り組みを進めていきます。
そのため、役場内部に「ＳＤＧｓ推進本部」を設置し、取り組みを始めました。

◆若狭町では

●

●

●

●

●●● 策定中の「第２次若狭町総合計画（中期基本
計画）」については、ＳＤＧｓの基本理念を取り入れ、
その目標達成に向けた施策づくりを行います。
住民、地域、行政、事業者などが目標を共に

することにより、より強く、より深く、誰一人取り残さ
ない持続可能なまちづくりを実現します。

研修会を実施し、職員個 で々個
人の目標を定めました。
各課の業務目標にＳＤＧｓを取り
入れています。
役場も１事業所として、職員が
一体となり目標達成にむけた取
組を始めました。
各事業の立案にはＳＤＧｓを取り
入れ、皆さんと課題と目標を共
有します。

役場がはじめたこと 今後の取り組み

❶ＭｙＳＤＧｓ････

❷ＳＤＧｓ宣言 ･･･

❸役場ＳＤＧｓ･･･

❹まちづくり ････

役場ＳＤＧｓの取り組みの一環として、「プラスチックごみの削減」に取り組みます。
そのために、町が主催する会議等での飲料の提供を控えさせていただきます。
参加の皆様は水筒などマイボトル持参にご協力をお願いします。

ご協力ください!
my bottle
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１２月に実施しました住民意識調査の結果や、住民の皆さんとの意
見交換会でのご意見などを、計画に反映していきます。

総合計画審議会

総合計画策定委員会

住民との意見交換・住民意識調査

産業・
安全安心
委員会

健康・福祉・
子育て
委員会

教育・文化・
地域づくり
委員会

事務局 事務局 事務局

◆策定体制

若狭町総合計画審議会 名簿
氏　名 集　落 役職等

竹越　　聡 神　子 若狭三方五湖観光協会 会長
田多　　悟 切　追 区長会 会長
鳥居とし江 能登野 女性の会 会長
長田　浩二 海　山 わかさ東商工会 会長
中塚　文和 下吉田 農業委員会 委員長
中村　正人 堤 教育委員
野嶋　慎二 福井大学 教授
福井眞寿美 兼　田 わかさ元気町づくり

ネットワーク会長
山﨑　和男 関 社会福祉協議会 会長
吉村　義彦 相　田 伝統文化保存協会 会長

今後のまちづくりについて、住民の皆様から
ご意見を募集します。
日ごろ、暮らしの中で感じていること、こんな
町になったらいいと思っていることなど、ご意見
をお寄せください。

送付先：若狭町役場政策推進課
提出方法：郵便、ファクシミリ（0770-45-1115）
電子メール seisaku@town.fukui-wakasa.lg.jp

若狭町が将来にわたって成長力を確保するには、住民が安心して暮らせるような、持続可能なまちづくり
と地域の活性化が重要です。
 そこで、行政・団体・住民・事業者等が各取り組みの方向性、必要性を確認し、共にすることにより、地
域課題解決の加速化を図り、地方創生の取り組みをより一層充実・深化させるとともに、その実行力を高め
るため、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を原動力としたまちづくりを推進します。

ＳＤＧｓの理念に基づいたまちづくりを推進します

「ＳＤＧs（エスディージーズ）」とは、「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標）」の
略称であり、２０１５年９月に国連で開かれたサミット
の中で世界のリーダーによって決められた、国際社
会共通の目標です。
持続可能な世界を実現するための１７のゴール

から構成され、地球上の「誰一人として取り残さな
い」ことを誓っています。

◆ＳＤＧｓとは

ＳＤＧｓの取り組みは、関係者の主体的な行動が重要です。そこで、町が先導役となって、ＳＤＧsの理念の
共有、理解に向けた情報発信・普及啓発、目標達成に向けた取り組みを進めていきます。
そのため、役場内部に「ＳＤＧｓ推進本部」を設置し、取り組みを始めました。

◆若狭町では

●

●

●

●

●●● 策定中の「第２次若狭町総合計画（中期基本
計画）」については、ＳＤＧｓの基本理念を取り入れ、
その目標達成に向けた施策づくりを行います。
住民、地域、行政、事業者などが目標を共に

することにより、より強く、より深く、誰一人取り残さ
ない持続可能なまちづくりを実現します。

研修会を実施し、職員個 で々個
人の目標を定めました。
各課の業務目標にＳＤＧｓを取り
入れています。
役場も１事業所として、職員が
一体となり目標達成にむけた取
組を始めました。
各事業の立案にはＳＤＧｓを取り
入れ、皆さんと課題と目標を共
有します。

役場がはじめたこと 今後の取り組み

❶ＭｙＳＤＧｓ････

❷ＳＤＧｓ宣言 ･･･

❸役場ＳＤＧｓ･･･

❹まちづくり ････

役場ＳＤＧｓの取り組みの一環として、「プラスチックごみの削減」に取り組みます。
そのために、町が主催する会議等での飲料の提供を控えさせていただきます。
参加の皆様は水筒などマイボトル持参にご協力をお願いします。

ご協力ください!
my bottle
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DOKI!情報局ドキ!
にじいろのおはなし会

2月26日（土）開催日／

■図書館リブラ館こどもひろばにて、毎月第４
土曜日１４：００に紙芝居をします。参加無料で、
赤ちゃんから参加できます。

時間／14：00～
場所／図書館リブラ館　こどもひろば
内容／ボランティア「にじの会」さんによる紙芝居
料金／無料

音楽ホール 若狭町立図書館 リブラ館
0770-47-5363

写真でたどる

若 狭 町 の 歴 史 遺 産
No.18

■哲学カフェは「考える」練習場です。
「あれ？何だろう？」と思うことを「テーマ」にして、子どもから大人まで、み
んなで一緒に考えていきます。
無理に話そうとしなくても大丈夫。聞いているだけでもＯＫです。
誰かと一緒に考えることや日常のコミュニケーションがより楽しくなるは
ずです。

小学生からお年寄りまで、一緒になって場をつくりましょう。
第３回は３月２６日に開催予定です。ただいま第３回の話し合うテーマを
募集しています。話し合ってみたいテーマをお寄せください。

創楽堂　Tel:0770-52-1313

田井野貝塚（田井野）
三方湖の西岸を走る国道１６２号線付近は、江
戸時代まで湖の水際でした。現在、携帯電話
のアンテナが立つ梅畑周辺の地下には、縄文
時代早期～前期（約９０００～５４００年前）の田
井野貝塚があります。鳥浜貝塚の同時期、及
び次ぐ時期の貝塚で出土した土器・石器・獣骨
類が、縄文博物館で収蔵されています。

田井野貝塚出土の縄文土器片

図書館からのオススメ
『お菓子の箱だけで作る空箱工作』
はるきる／著
Ｔｗｉｔｔｅｒで大人気の空箱職人、はるきるさん初
の書籍。誰もが知っているお菓子の箱が、立
体作品に生まれ変わります。初心者でもでき
るようにアレンジした、お菓子の箱ほぼ１箱だ
けで作れる５つの空箱工作を全プロセスカット
＆型紙付きで掲載。

てつがくカフェ
「かんがえるじかん ｖｏｌ．2」

パレア文化課　Tel:0770-62-2508 福祉課地域包括支援センター　Tel:０７７０-62-2702

◆テーマ  「しあわせって何だろう？」

時間／ 13：30～17：00
会場／パレア若狭研修室
進行／西村高宏氏（福井大学医学部准教授）
グラフィック／近田真美子氏（福井医療大学准教授）
参加費／５００円（１ドリンク付き）
定　員／１５名

2月19日（土）開催日／

参加者を募集

みんなのホールプロジェクト 第２期
オトカド
「ＷＡＫＡＳＡ 
アーティスティック ホリデー」
パレア若狭で開催！

■今や他人ごとではない認知症についての普及啓発・理解促進の一環と
して、映画「長いお別れ」を上映します。「ゆっくり記憶を失っていく父との、
お別れまでの７年間を、あたたかな眼差しをもって優しさとユーモアたっ
ぷりに描いた作品」となっております。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひ
お越しください。

地域で支える認知症映画上映会
映画「長いお別れ」

開場／１２：４５
上映開始／１３：３０（１２７分）
会場／パレア若狭 音楽ホール
　　  （定員２００名　先着順）
内容／映画「長いお別れ」
　　　出演：蒼井優、竹内結子、
　　　松原智恵子、山崎努　ほか
料金／入場無料
　　　※事前申し込み必要

2月19日（土）開催日／

■ピアノソロや連弾で、美しくかっこいい演奏を発表
します。これまでたくさん練習してきた成果を出せる
よう、一生懸命演奏します。ぜひお越しください。

創楽堂音楽教室ピアノ発表会

開演／１０：００
　　　※開演時間は変更になる場合がございます
場所／パレア若狭音楽ホール

2月23日（水・祝）開催日／

アトリエ若草物語 玉井　Tel:０90-5682-8895

■歌川廣重の東海道五十三次、全５５景をパッ
チワーク、アップリケ、刺繍、ペイント等、様々
な手法を駆使して、原版に忠実に布で再現し
ました。ごゆっくり鑑賞して、ひと時を楽しん
で頂ければ幸いです。

「アトリエ 若草物語」第６回作品展
東海道五拾三次布絵展

展示期間／

時間／ 9：00～17：00 ※最終日は16時まで
場所／パレア若狭ギャラリー

2月25日(金)～2月27日(日)

研修室

音楽ホール

出演／県民の皆さんのステージ発表
　　　武生商業・武生商工高等学校吹奏楽部
　　　美浜ジャズオーケストラ

2月12日（土）開催日／
「みんなのホール ホリデー」

時間／１３：００～２０：００

出演／Ｄｉｘｉｅ Ｈａｐｐｉｎｅｓｓ、トランペットヒーローズｗｉｔｈ土屋マミ
　　　金津ＪＡＺＺ倶楽部、ヒナタカコ
　　　Ｆｕｋｕｉ Ｓｗｉｎｇｉｎ’ ５ｓａｘ
　　  （白井淳夫・武田幸夫・友吉俊郎・平田友一・笹木幹哲）
料金／入場無料

※事前申込不要ですが、新型コロナウイルス感染症対策のため
ご入場時に氏名、連絡先等のご記入をお願いします。

主催／福井県・オトカド実行委員会

2月２6日（土）開催日／ 時間／１１：００～１７：００

■音楽があふれるパレア若狭で、
素敵な週末のひとときをお過ごし下さい。
※詳しい演奏時間などは後日チラシ等でお知らせします。

（有）だいなり　Tel:0776-26-7717
dａｉｎａｒｉ＠ｋｏｒｅ.ｍｉｔｅｎｅ.ｏｒ.ｊｐ

Ｓｏｕｎｄ Ｃｒｅａｔｏｒ Ｏｆ Ｗａｋａｓａ ｉｎｆｏ＠ｔｅａｍ‒ｓｃｗ.ｃｏｍ

ＲＥＰＯＲＴ かんがえるじかん ｖｏｌ．１

　パレア若狭初の哲学カフェが１０月２２日に「ふつうってなんだ
ろう？」をテーマに開催されました。１０代から７０代までの１８人
が参加しました。

参加者の感想
●自由に自分の考えを語れる場が心地よかった。
●いろんな人の考えていることを聞く場ってあまりないんだな…
と実感。
●自分の考えがゆれていくのがとても面白いです。

わかば保育園　Tel:０７７０-62-1411

■子どもたちの遊びは新鮮で創造性に溢れ、迫力と感動を与えてくれます。そして、誠実かつ建
設的な絵は、子どもたちの確かな育ちを語っています。ぜひご覧ください。

若狭町立保育所（園）
子どもの絵と写真展・修了記念展

時間／ 9：00～20：00 初日は１３時～
場所／パレア若狭ギャラリー

展示期間／

1月24日(月)～1月30日(日)
子どもの絵と写真展（３・４歳児）

1月31日(月)～2月6日(日)
修了記念展（５歳児）

※火曜休館

若狭町人権擁護委員 岡本　Tel:０７７０-64-1707

■“人権尊重”をテーマに描かれた町内児童
生徒および県内の入賞・優秀作品の数々をど
うぞご覧ください。
展示期間／

時間／ 9：00～20：00 ※最終日は１５時まで
場所／パレア若狭ギャラリー

2月16日(水)～2月24日(木)
※火曜休館

第２４回 小学生人権ポスターコンテスト  および
第４０回 中学生人権作文コンテスト入賞作品展
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DOKI!情報局ドキ!
にじいろのおはなし会

2月26日（土）開催日／

■図書館リブラ館こどもひろばにて、毎月第４
土曜日１４：００に紙芝居をします。参加無料で、
赤ちゃんから参加できます。

時間／14：00～
場所／図書館リブラ館　こどもひろば
内容／ボランティア「にじの会」さんによる紙芝居
料金／無料

音楽ホール 若狭町立図書館 リブラ館
0770-47-5363

写真でたどる

若 狭 町 の 歴 史 遺 産
No.18

■哲学カフェは「考える」練習場です。
「あれ？何だろう？」と思うことを「テーマ」にして、子どもから大人まで、み
んなで一緒に考えていきます。
無理に話そうとしなくても大丈夫。聞いているだけでもＯＫです。
誰かと一緒に考えることや日常のコミュニケーションがより楽しくなるは
ずです。

小学生からお年寄りまで、一緒になって場をつくりましょう。
第３回は３月２６日に開催予定です。ただいま第３回の話し合うテーマを
募集しています。話し合ってみたいテーマをお寄せください。

創楽堂　Tel:0770-52-1313

田井野貝塚（田井野）
三方湖の西岸を走る国道１６２号線付近は、江
戸時代まで湖の水際でした。現在、携帯電話
のアンテナが立つ梅畑周辺の地下には、縄文
時代早期～前期（約９０００～５４００年前）の田
井野貝塚があります。鳥浜貝塚の同時期、及
び次ぐ時期の貝塚で出土した土器・石器・獣骨
類が、縄文博物館で収蔵されています。

田井野貝塚出土の縄文土器片

図書館からのオススメ
『お菓子の箱だけで作る空箱工作』
はるきる／著
Ｔｗｉｔｔｅｒで大人気の空箱職人、はるきるさん初
の書籍。誰もが知っているお菓子の箱が、立
体作品に生まれ変わります。初心者でもでき
るようにアレンジした、お菓子の箱ほぼ１箱だ
けで作れる５つの空箱工作を全プロセスカット
＆型紙付きで掲載。

てつがくカフェ
「かんがえるじかん ｖｏｌ．2」

パレア文化課　Tel:0770-62-2508 福祉課地域包括支援センター　Tel:０７７０-62-2702

◆テーマ  「しあわせって何だろう？」

時間／ 13：30～17：00
会場／パレア若狭研修室
進行／西村高宏氏（福井大学医学部准教授）
グラフィック／近田真美子氏（福井医療大学准教授）
参加費／５００円（１ドリンク付き）
定　員／１５名

2月19日（土）開催日／

参加者を募集

みんなのホールプロジェクト 第２期
オトカド
「ＷＡＫＡＳＡ 
アーティスティック ホリデー」
パレア若狭で開催！

■今や他人ごとではない認知症についての普及啓発・理解促進の一環と
して、映画「長いお別れ」を上映します。「ゆっくり記憶を失っていく父との、
お別れまでの７年間を、あたたかな眼差しをもって優しさとユーモアたっ
ぷりに描いた作品」となっております。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひ
お越しください。

地域で支える認知症映画上映会
映画「長いお別れ」

開場／１２：４５
上映開始／１３：３０（１２７分）
会場／パレア若狭 音楽ホール
　　  （定員２００名　先着順）
内容／映画「長いお別れ」
　　　出演：蒼井優、竹内結子、
　　　松原智恵子、山崎努　ほか
料金／入場無料
　　　※事前申し込み必要

2月19日（土）開催日／

■ピアノソロや連弾で、美しくかっこいい演奏を発表
します。これまでたくさん練習してきた成果を出せる
よう、一生懸命演奏します。ぜひお越しください。

創楽堂音楽教室ピアノ発表会

開演／１０：００
　　　※開演時間は変更になる場合がございます
場所／パレア若狭音楽ホール

2月23日（水・祝）開催日／

アトリエ若草物語 玉井　Tel:０90-5682-8895

■歌川廣重の東海道五十三次、全５５景をパッ
チワーク、アップリケ、刺繍、ペイント等、様々
な手法を駆使して、原版に忠実に布で再現し
ました。ごゆっくり鑑賞して、ひと時を楽しん
で頂ければ幸いです。

「アトリエ 若草物語」第６回作品展
東海道五拾三次布絵展

展示期間／

時間／ 9：00～17：00 ※最終日は16時まで
場所／パレア若狭ギャラリー

2月25日(金)～2月27日(日)

研修室

音楽ホール

出演／県民の皆さんのステージ発表
　　　武生商業・武生商工高等学校吹奏楽部
　　　美浜ジャズオーケストラ

2月12日（土）開催日／
「みんなのホール ホリデー」

時間／１３：００～２０：００

出演／Ｄｉｘｉｅ Ｈａｐｐｉｎｅｓｓ、トランペットヒーローズｗｉｔｈ土屋マミ
　　　金津ＪＡＺＺ倶楽部、ヒナタカコ
　　　Ｆｕｋｕｉ Ｓｗｉｎｇｉｎ’ ５ｓａｘ
　　  （白井淳夫・武田幸夫・友吉俊郎・平田友一・笹木幹哲）
料金／入場無料

※事前申込不要ですが、新型コロナウイルス感染症対策のため
ご入場時に氏名、連絡先等のご記入をお願いします。

主催／福井県・オトカド実行委員会

2月２6日（土）開催日／ 時間／１１：００～１７：００

■音楽があふれるパレア若狭で、
素敵な週末のひとときをお過ごし下さい。
※詳しい演奏時間などは後日チラシ等でお知らせします。

（有）だいなり　Tel:0776-26-7717
dａｉｎａｒｉ＠ｋｏｒｅ.ｍｉｔｅｎｅ.ｏｒ.ｊｐ

Ｓｏｕｎｄ Ｃｒｅａｔｏｒ Ｏｆ Ｗａｋａｓａ ｉｎｆｏ＠ｔｅａｍ‒ｓｃｗ.ｃｏｍ

ＲＥＰＯＲＴ かんがえるじかん ｖｏｌ．１

　パレア若狭初の哲学カフェが１０月２２日に「ふつうってなんだ
ろう？」をテーマに開催されました。１０代から７０代までの１８人
が参加しました。

参加者の感想
●自由に自分の考えを語れる場が心地よかった。
●いろんな人の考えていることを聞く場ってあまりないんだな…
と実感。
●自分の考えがゆれていくのがとても面白いです。

わかば保育園　Tel:０７７０-62-1411

■子どもたちの遊びは新鮮で創造性に溢れ、迫力と感動を与えてくれます。そして、誠実かつ建
設的な絵は、子どもたちの確かな育ちを語っています。ぜひご覧ください。

若狭町立保育所（園）
子どもの絵と写真展・修了記念展

時間／ 9：00～20：00 初日は１３時～
場所／パレア若狭ギャラリー

展示期間／

1月24日(月)～1月30日(日)
子どもの絵と写真展（３・４歳児）

1月31日(月)～2月6日(日)
修了記念展（５歳児）

※火曜休館

若狭町人権擁護委員 岡本　Tel:０７７０-64-1707

■“人権尊重”をテーマに描かれた町内児童
生徒および県内の入賞・優秀作品の数々をど
うぞご覧ください。
展示期間／

時間／ 9：00～20：00 ※最終日は１５時まで
場所／パレア若狭ギャラリー

2月16日(水)～2月24日(木)
※火曜休館

第２４回 小学生人権ポスターコンテスト  および
第４０回 中学生人権作文コンテスト入賞作品展

7広報わかさ　2022年 2月号6 広報わかさ　2022年 2月号 掲載のイベントは新型コロナウイルス感染症対策のため中止・変更になることがあります。


